
所 属 教育委員会 学校支援課

担当(係)名 教科教育担当 内線 3549

新 高 等 学 校 教 育 の 質 の 向 上

＜長期構想推進重点政策枠事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

２，１００ 一般財源 2,100 旅費 540 (講師、教員旅費等)

（前年度 ０） 消耗品費 1,050 (アンケート 他)

印刷製本費 300 (成果発表会資料)

２ 背 景 ・ 現 状

高等学校では、社会情勢の変化や生徒一人一人の学習ニーズの多様化に対応する

ため、従前の講義型授業から脱却するための教員の意識改革等を通じた授業改善を

抜本的に図り、生徒の学習意欲を喚起することが喫緊の課題となっている。

３ 事 業 目 的

生徒の「学びの意欲」の創出、「確かな学力」の育成を図るための学校システム

を構築することで高等学校教育の質を保証し、その一層の向上を図る。

４ 事 業 内 容

シラバスの導入、地域への公開授業、授業評価等授業改善に向けた新たな取組を

実践・検証し、２年間かけてシステムを構築する。

※シラバス：学校で行われる授業等の詳細な年間の学習計画

○研究指定校 ６校（２年間継続）

○主な取組内容

・生徒対象アンケートにより実態を把握、課題を明確化

・シラバスを作成、生徒・保護者に配布して学習内容の共通理解を得る

・保護者や地域へ向けた公開授業を実施、学校への理解を深める

・中学校の授業を見学、校種を超えた授業研究

・生徒や他教員からの授業評価、授業研究会の実施により改善課題を明確化

・自己評価、学校関係者評価により学校運営を改善

（款）10教育費 （項）１教育総務費 （目）(4)教育指導費

（明細書事業名）○学校教育指導費

高校教育のクオリティアップ支援事業費


